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Jアラート発令時の児童の安全確保について 

 日頃より本校の教育活動へのご理解とご協力に感謝申し上げます。 

さて、本日早朝北朝鮮よりミサイルが発射され、全国瞬時警報システム（Jアラート）を通じて

「国民保護に関する情報」が出されました。 

今後、Jアラートが発令された場合、以下のように対応いたします。 

 

記 

１ 児童が学校にいる場合 

 ・校庭など校舎外にいる場合は、直ちに校舎内に入らせます。 

 ・窓とカーテンを閉め机の下に避難し、防災頭巾で「目・鼻・口」を覆って安全を確保します。 

 ・東京都及び狛江市に Jアラートが発令された場合には、学校待機とします。 

  →学校待機中において、屋内避難解除の情報が政府から出された場合には、保護者への「引き

渡し」による下校を行います。 

  →引き渡しを行う場合は、登録者全員にメールにてお知らせいたします。 

  →今回のように直接影響がない場合や国などから指示がない場合は、通常通り授業を行いま

す。（状況により、集団下校の措置をとることもあります。） 

２ 児童が自宅にいる場合 

・狛江市に J アラートが発令された場合には、関係機関等の情報により安全が確認できるまで、

自宅等の安全な場所で待機させてください。状況により、教育委員会から一斉休校等の指示が

出されます。その場合も登録者全員にメールにてお知らせいたします。 

  ミサイルが落下した可能性がある場合 

  →政府の続報を確認し、引き続き自宅等で待機させてください。 

  （屋内避難解除の情報が政府から出されるまで、自宅等で待機とします。） 

  ミサイルが上空を通過した場合 

  →政府の情報を確認し、登校させてください。 

  ミサイルが海に落下した場合 

  →政府の情報を確認し、登校させてください。 

・窓の無い部屋に移動するか、できるだけ窓から離れた場所に移動し、目・鼻・口を守るように 

 身体を丸めます。座布団やクッションなどで頭を守ることも有効です。 

３ 児童が登下校中の場合 

 ・自宅か学校、どちらか近い方に急いで向かわせてください。 

 ・どちらも遠い場合や判断ができない場合には、物陰に身を隠す・頑丈な建物に入る・周囲の安

全に気をつけて、目・鼻・口を守るようにさせてください。 

４ その他 

  放課後など、児童だけで行動している場合も多く考えられます。いざという時に、どのように

自分を守ることができるか、ご家庭で話し合ってみてください。 

  なお、19日（火）児童登校後、Jアラート発令時の避難訓練を行う予定です。 


